いて くれる ことが、 とても うれしかった のです。 

ところが、 羊と 小鳥 だけなら よいが …… 。 ェキ モス 

はび つくりして とび 上がりました。 森の 中に、 どこか 

さる おおかみ きつね のうさぎ しか 

ら出 てきた のか、 猿 や、 狼 や、 狐 や、 野兎 や、 鹿 や、 

し し たか わし けだもの 

獅子 や、 鷹 や、 鷲な ど、 いろんな 鳥 や 獣 が、 あちら 

J ちらに うずくま つてい るので す。 

ェキ モス はどうして いいかわ かりませんでした。 こ 

とに 狼 や 獅子に はび つくりし ました。 羊 や 自分 も 食わ 

れて しまう かもしれ ません。 彼 はもう 笛の こと も わす 

れて、 あとず さりしながら、 羊の むれの なかに にげこ 

みました。 がその おそろしい 獣た ち は、 じっとう ずく 



る 気 もしませんでした。 

どうして、 食事 を させて くれないんだろう。 

そう 思う と、 なお はらが すいてき ますし、 かなしく 

なりました。 

いつのまにか、 大きな 川の ふちに でました。 川に は、 

むこうがわの 灯が ちらちら うつ つ て、 きれいで したが、 

川の ふち は、 人 どおり も すくなく、 うすぐらくて、 ひつ 

そりして いました。 

しばらく ゆく と、 すこし ひろいと ころがあって、 大 

きな 木が 四 五本う わって いて、 そのな かに、 ちいさな 

>.? んすレ 

噴水が ありました。 ふるいき たない 服 をき て、 靴 も は 



それから ある 朝、 まだく らいうち に、 戸 を どんどん 

たたく 者が あります。 一 けん一 けん 戸 をた たいていき 

ます。 どのうち でも 眼 を さまします。 なにごと かと 

思って、 おもてに でて みます と、 そこに、 たくさんの 

金貨が ふりまかれ ています。 みんなが とびだし てきて 

その 金貨 を ひろいます。 

どのうち にも、 金貨が たまって いきました。 みんな 

元気に なりました。 じょうになる もの をた ベます し、 

ぼうし 

帽子 や 靴 も かいました。 男た ち は、 いさんで はたらき 

にで かけます し、 女た ち は、 家の 中 をき れいに します _ 

みんなの、 しょんぼりした 眼 はいきい きと かがやいて 



そこへ、 いちどに、 いろんな 知らせが まいりました。 

—— 人民た ち は、 ェキ モスが 牢に とじこめられて、 い 

よいよ 今日は 島な がしに な るんだ という こと を、 いつ 

のまに かきき だして、 たいへん さわぎた つてい ます。 

ぜひとも ェキ モス をう ばいかえ すと さわい で います。 

ェキ モスが むほん をた くらんで たという こと も、 

びんぼう 人た ちのと ころへ 金貨が まきちらされ るの を、 

ねたんで る 者 どもが、 かってに こしらえた 話です。 I 

I そして 牢屋の ほうで は、 ふしぎに も、 数 かぎりない 

けもの 

鳥 や 獣が やって きて、 牢屋から 森まで、 すっかり せん 

りょうして しまつ ています …… 。 
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